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船員災害防止協会では、昭和 43 年度を初年度とする第 1次船員災害防止基本計画に始まり、現在、平
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第 5 章は、行動や認知に影響を及ぼす疲労に着目した。疲労は、認知的なパフォーマンス、運動ス
キル等に対して有害な影響を及ぼすことが先行研究で示されていたことから、労働環境の違いによる
船員の疲労に着目し、疲労の傾向調査を実施した。心拍数計測や自覚症しらべによる調査から、海上
勤務と陸上勤務を比較した場合、海上勤務の方が陸上勤務時より疲労しやすい結果を示した。 
第 6 章は、船員災害の傾向からリスクの高い作業を対象に、具体的な防止対策の提案を行うため、
全労働損失日数をリスクの定量的評価指標とし、災害時の作業ごとの全労働損失日数の定量的評価を
行った。全労働損失日数から作業におけるリスクの定量的評価を実施することで、リスクの高い作業
について、重点的に対策を施す必要性を述べた。 
第 7 章は、本研究で得られた結果を統括した。船舶の安全運航は、最終的には、船員に委ねられて
いるが、船員災害の発生により船員が被災してしまうことは、船舶の安全運航にも影響を及ぼすこと
になると考える。近年の船員災害の発生率の減少傾向の停滞から、船員災害の特徴や災害へと発展し
た背景要因を分析し、被災者の行動の有無や認知・判断の特徴を把握し、災害発生時の作業について
リスク評価を行った。船員災害は、特殊な労働環境における職場の特徴を考慮し、災害対策を施すこ
とで船員災害を防止することが可能である。 
 
